
自分でできる手軽な防火診断

わが家の防火対策
安心チェック
わが家の防火対策
安心チェック① 調理中は、こんろから離れないようにしましょう。

② 寝たばこは、絶対にやめましょう。
③ ストーブの周りに、物を置かないようにしましょう。
④ 家の周りを整理整頓しましょう。
⑤ ライターやマッチを子供の手の届く場所に置かないようにしましょう。
⑥ コンセントの掃除を心掛けましょう。
⑦ 住宅用火災警報器を全ての居室・台所・階段に設置し、定期的な作動確認
をしましょう。

⑧ 寝具類やエプロン・カーテンなどは、防炎品にしましょう。
⑨ 万が一に備え、消火器を設置し使い方を覚えましょう。
⑩ ご近所同士で声をかけあい火の用心に心掛けましょう。

お問合せ先

　住宅用火災警報器をはじめとする住宅用防災機器等については、下記の連絡先
までお問合せください。住宅防火に関することは、お気軽にどうぞ。
　東京消防庁防災安全課防災安全係住宅防火担当
　ＴＥＬ.03－3212－2111（内線4196）

　本リーフレットは、目の不自由な方へ情報提供できるよう視覚障がい者用音声
コードと位置認識のため切込みを入れています。専用読み取り機によりコードの
読み取りをすると、音声に変換され、文書内容が読み上げられます。

ホームページ 
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｆｄ．ｍｅｔｒｏ．ｔｏｋｙｏ．ｊｐ

区市町村によっては、住宅用防災機器等の給付または助成事業を実施している場合があります。
詳しくは区市町村の各担当課へお問合せください。
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住宅防火１０の心得住宅火災を防
ぐ

ポイント

住宅火災で件数の多い出火原因もチェックしましょう！

検索東京消防
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★決められた日時以外
にゴミを出さない。
★家の周りに燃えやす
い物を放置しない。

★コードは束ねた状態で
使用しない。
★テーブルタップは決められ
た容量以上で使用しない。

放　火 電気火災



あなたの防火意識をチェックして、
火災による死者を防ぎましょう！

★

★

★

　寝たばこをすることがある。

　飲酒時に喫煙し、そのまま
寝込んでしまった経験がある。

　灰皿に吸殻がたまっていた
りそのまま無造作にゴミ箱に
捨てている。

　たばこ・こんろ・ストーブを出火原因
とした割合が多いです。

　たばこ・こんろ・ストーブの３つを合わ
せると、全体の約５割を占めています。

　ストーブ・コード・たばこ、ロウソクの
死者発生率が高くなっています。
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●
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はい  ・  いいえ

はい  ・  いいえ

はい  ・  いいえ

★

★

★

 火を消さずにこんろから離れ別の
ことをすることがある。

 こんろの周りに燃えやすいものを
置いている。

 調理中、こんろの炎が衣類の袖口
などに触れそうなことがある。

はい  ・  いいえ

はい  ・  いいえ

はい  ・  いいえ

★

★

★

★

　ストーブを消さずに寝ている。

　カーテンやベッドの近くにストーブ
を置いている。

　ストーブの上で洗濯物を乾かすこ
とがある。

　給油はストーブをつけたまま行っ
ている。

はい  ・  いいえ

はい  ・  いいえ

はい  ・  いいえ

はい  ・  いいえ

こんろ

ストーブ

住宅火災を防ぐポイントは裏面へどの項目も火災の危険性が高いものです。
チェックをして「はい」と答えた項目をすぐに見直しましょう！

住宅火災の出火原因
第１位

死者発生率が高いたばこ出火原因別死者数
第 １ 位

平成24年中の出火原因別死者数（住宅火災）

平成24年中
たばこ火災による死者の内訳

たばこ
22人
26％

合計
85人

不明
21人
25％

その他
9人
11％

ロウソク
2人 2％

火遊び
2人 2％

ライター
1人 1％

コード
4人 5％

放火
5人 6％

こんろ
11人
13％

ストーブ
8人
9％

住宅火災の主な出火原因別死者数と３大死者発生原因

合計
22人

男性
高齢者
12人

女性
高齢者
3人

男性
高齢者
以外7人

•身体障がい者
•高齢男性の一人世帯または出火時に一人
　でいた場合
•飲酒時•ふとんへの着火
•住宅用火災警報器未設置または一部設置

主な死者
発生状況

＊火災による死者は約９割が、
　　　　　　　住宅火災から発生しています。

•周辺可燃物に接触
•ガステーブル使用中の着衣着火
•カセットこんろの不適切な使用

•就寝中に可燃物がストーブに接触
•冬季（１２月から３月）

主な死者
発生状況

主な死者
発生状況


